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　会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
北
海
道
文

教
大
学
後
援
会
の
活
動
・
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
学
後
援
会
は
、北
海
道
文
教
大
学
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員

相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
大
学
を
後
援
し
、
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し

て
い
る
会
費
に
よ
り

　（一
）
学
生
生
活
向
上
の
た
め
の
支
援

　

（
二
）活
動
団
体
や
行
事
等
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　（三
）活

動
団
体
や
行
事
等
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　（四
）大
学
祭
や

父
母
懇
談
会
へ
の
開
催
の
協
力

　（五
）学
位
記
授
与
式
で
の
記
念

品
贈
呈
や
卒
業
祝
賀
会
の
実
施
協
力
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
近

年
で
は
、
図
書
館
や
学
生
食
堂
・
サ
ー
ク
ル
会
館
等
へ
の
環
境
整

備
や
学
友
会
倉
庫
の
設
置
な
ど
を
教
職
員
や
学
生
代
表
と
協
議
し

な
が
ら
実
施
、さ
ら
に
本
年
度
は
、新
入
生
が
、一
日
も
早
く
大
学

生
活
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
」（
新
入
生
宿
泊
研
修
）実
施
助
成
、
ま
た
、
学
生
が
朝
食
を
摂
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
目
的
で
始
ま
っ
た「
一
〇
〇
円
朝
食
」実
施
助

成
を
新
規
事
業
と
し
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。後
援
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、こ
の
会
報
を
通
し
て
、皆
様
に
後
援
会
の
活
動
内
容
に

理
解
を
深
め
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
上
半
期
の
主
な

事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
一
）平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
文
教
大
学
定
期
総
会

　平
成
二
十
四
年
度
か
ら
入
学
式
後
に
大
学
主
催
の
学
科
説
明
会

が
行
わ
れ
、定
期
総
会
の
開
催
は
そ
の
終
了
後
と
な
っ
て
お
り
、参

加
者
は
三
五
名

一

　日

　時

　平
成
二
十
七
年
四
月
四
日（
土
）
　十
三
時
三
十
分
〜

二

　会

　場

　北
海
道
文
教
大
学

　本
館
二
階

　大
講
堂

三

　出
席
者

　会
員
二
五
人
、後
援
会
役
員
一
〇
人
、教
職
員
理
事

六
人
、委
任
状
一
、六
一
一
人

　
　会
員
総
数
二
、三
六
六
人
に
て
総
会
成
立

四

　議

　

 

事

　（一
）
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

（
二
）
平
成
二
十
六
年
度
決
算
に
つ
い
て

　（三
）
平
成
二
十
七

年
度
事
業
等
計
画
案
に
つ
い
て

　（四
）
平
成
二
十
七
年
度
予

算
案
に
つ
い
て

　（五
）平
成
二
十
七
年
度
役
員
案
に
つ
い
て

五

　決
定
事
項

　原
案
通
り
承
認

（
二
）平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会

　第
一
回
役
員
会

　鈴
木
学
長
に
も
ご
出
席
頂
き
、
北
海
道
文
教
大
学
の
現
状
や
今

後
の
大
学
経
営
の
方
針
等
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一

　日

　時

　平
成
二
十
七
年
六
月
四
日（
木
）
　十
八
時
三
十
分

二

　会

　場

　札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

三

　出
席
者

　二
一
人

　後
援
会
理
事
十
四
人
、
教
職
員
理
事
等

七
人
、

四

　議

　事

　（一
）平
成
二
十
七
年
度
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

（
二
）今
後
の
日
程
等
に
つ
い
て

　（三
）そ
の
他

　①
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

②
一
〇
〇
円

朝
食
の
実
施
に
つ
い
て 

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
の
設

平
成
二
十
七
年
度
　後
援
会
活
動
・
事
業
に
つ
い
て

中
上
　美
伸

は
じ
め
に

上
半
期
の
主
な
事
業

置
に
つ
い
て

五

　決
定
・
確
認
事
項

　（一
）四
人
の
新
任
理
事
、
三
人
の
理
事

を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
追
認

　（二
）本

年
度
学
位
記
授
与
式
は
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日
（
祝

月
）
に
確
定

　（三
）
そ
の
他

　①
平
成
二
十
七
年
四
月
十
一

日（
土
）〜
十
二
日（
日
）に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
。新
入
生
参
加
五
五
五
人
（
欠
席
四
人
）、
在
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
六
二
人
、教
職
員
が
参
加
、事
故
な
く
終
了
と
報
告
。 

②

一
〇
〇
円
朝
食
が
今
年
度
は
五
月
十
八
日
よ
り
開
始
さ
れ
た

と
報
告
。初
日
よ
り
三
日
間
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。毎
日

一
五
〇
食
を
準
備
し
て
い
る
が
、
月
曜
日
の
食
数
が
伸
び
な

い
傾
向
が
あ
る
。一
部
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施
な
ど
、魅
力
的

な
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
継
続
。 

③
七
号
館
前
駐
輪
場
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
設
置
の
報
告
。

（
三
）平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
文
教
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、
学
内
に
お
け
る
学
生
の
様

子
や
各
施
設
を
実
際
に
見
学
、ま
た
、大
学
教
職
員
等
か
ら
説
明
を

受
け
、知
る
こ
と
で
、各
施
設
の
利
便
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
共

通
認
識
を
持
ち
、事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
。

一

　日

　時

　平
成
二
十
七
年
七
月
十
六
日（
木
）
　十
二
時
〜

二

　会

　場

　北
海
道
文
教
大
学
恵
庭
キ
ャ
ン
パ
ス

　会
議
室

「
樽
前
」（
六
号
館
一
階
）
　

三

　出
席
者

　後
援
会
理
事
十
二
人
、大
学
事
務
局
四
人

四

　内

　容

　

　
　一 

大
学
の
現
状
報
告
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
橘
内
副
学
長

か
ら
説
明

　

　
　（一
）平
成
二
十
七
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
状
況
と
国
家
試
験

合
格
状
況

　
　
　読
売
新
聞
社
「
就
職
に
強
い
大
学
二
〇
一
五
」（
就
職
者
数

三
〇
〇
人
以
上
の
国
公
私
立
大
学
）
に
お
い
て
二
〇
一
四
年

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ

　道
内
私
立
大
学
の
中
で
第
一
位
、

全
国
国
公
私
立
大
学
に
お
い
て
第
三
三
位
。就
職
率（
全
学
科

平
均
）九
九
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、き
め
細
や
か
な
キ
ャ
リ

ア
支
援
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
開
学
以
来
の
高
い
就
職
率
に
反

映
し
て
い
る
。（
三
頁
下
段
：
就
職
実
績
デ
ー
タ
表
を
参
照
）

　
　
　国
家
試
験
合
格
率

　管
理
栄
養
士
：
八
五
・
四
％
（
全
国

平
均
合
格
率
五
五
・
七
％
、道
内
養
成
校
一
位
、全
国
養
成
校

九
位
）、看
護
師
：
九
六
・
八
％（
全
国
平
均
九
〇
・
〇
％
）、理

学
療
法
士
：
九
八
・
八
％（
全
国
平
均
合
格
率
八
二
・
七
％
、

道
内
養
成
四
年
制
大
学
中
第
一
位
、
全
国
養
成
四
年
制
大
学

中
第
五
位
）、
作
業
療
法
士
：
九
一
・
七
％（
全
国
平
均
合
格

率
七
七
・
五
％
、道
内
養
成
四
年
制
大
学
中
第
一
位
、全
国
養

成
四
年
制
大
学
中
第
四
位
）
と
な
っ
て
お
り
全
国
レ
ベ
ル
を

大
き
く
超
え
て
い
る
。（
四
頁
下
段
：
国
家
試
験
合
格
者
数
表

を
参
照
）

　
　（二
）「
鶴
岡
記
念
講
堂
」の
建
設
に
つ
い
て

　
　
　学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
か
ね
て
よ
り
計

画
を
し
て
い
た「
鶴
岡
記
念
講
堂
」の
建
設
を
平
成
二
十
七
年

七
月
一
日
に
着
工
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
竣
工
を
目
指
し

建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。
　
　

　
　

(

三)

学
生
会
館
玄
関
前
の
改
修

　
　
　学
生
の
広
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
玄
関
前
の
樹
木

及
び
芝
生
を
撤
去
し
た
。

　
　（四
）七
十
五
周
年
記
念
事
業
計
画

　
　
　鶴
岡
学
園
が
平
成
二
十
九
年
に
七
十
五
周
年
記
念
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、鶴
岡
記
念
講
堂
建
設
趣
旨
を
理
解
し
て
頂
き
、

講
堂
建
設
事
業
の
遂
行
に
あ
た
り
そ
の
建
設
費
用
の
一
部
を

広
く
募
金
を
仰
ぐ
計
画
と
し
て
い
る
。

　
　（五
）テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
計
画

　
　
　恵
庭
キ
ャ
ン
パ
ス
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
を
老
朽
化
の
た
め

補
修
予
定
。

　
　（六
）国
際
言
語
学
科
の
改
編
計
画

　
　
　英
米
語
コ
ー
ス
、観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
二
つ
の
コ
ー

ス
を
用
意
、新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
再
編
予
定
。

　
　二 

キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
　
　以
下
の
施
設
を
見
学
し
た
。（
一
）六
号
館（
九
階

　茶
室
・

和
室
）
　（二
）
鶴
岡
記
念
講
堂
建
設
地

　（三
）
一
号
館
（
一

階
就
職
資
料
閲
覧
室
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー
）
　（四
）

図
書
館

　（五
）
学
生
食
堂

　（六
）
二
号
館
（
二
階

　二
二

一
、Ｇ
Ｃ
Ｃ
、Ｃ
Ｌ
三
、Ｌ
Ｌ
室
）
　（七
）三
号
館（
一
階
機
能

訓
練
実
習
室
）
　（八
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
新
学
友
会
倉
庫

　

（
九
）
サ
ー
ク
ル
会
館

　（十
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン
ド

　

（
十
一
）
七
号
館
（
ペ
ン
ギ
ン
ル
ー
ム
・
ピ
ア
ノ
練
習
室
、Ｍ

Ｌ
室
）
　（十
二
）
五
号
館
二
階
（
基
礎
看
護
学
実
習
室
、
成

人
・
老
年
看
護
実
習
室
）
　（十
三
）八
号
館（
ロ
ビ
ー
）
　等

　
　
　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
後
の
報
告
会
で
は
、「
ど
の
学

生
も
し
っ
か
り
と
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。」

「
充
実
し
た
設
備
の
中
で
過
ご
し
て
い
る
学
生
の
様
子
が
理

解
で
き
た
。」「
大
学
教
職
員
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
、設

備
面
だ
け
で
は
な
く
大
学
教
育
の
実
践
部
分
に
触
れ
ら
れ
た

の
が
良
か
っ
た
。」
　な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
　三  

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
備
品
助
成
に
つ
い
て

　
　
　大
学
側
よ
り
老
朽
化
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業
に
合

わ
せ
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
物
品（
防
風
ネ
ッ
ト
等
）の
助
成
に

つ
い
て
要
請
が
あ
り
検
討
。実
際
に
現
状
を
確
認
し
て
上
で

必
要
性
を
認
め
、予
備
費
の
中
か
ら
助
成
す
る
方
針
と
し
た
。

　北
海
道
文
教
大
学
学
訓「
清
く
、正
し
く
、雄
々
し
く
進
め
」に
基

づ
い
て
、平
成
十
七
年
に
建
学
の
基
本
理
念
を
再
確
認
し
、新
世
紀

へ
の
実
学
の
創
成
、伝
承
の
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
た
め「
未
来
を

拓
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」「
科
学
的
研
究
に
基
づ
く
実
学
の
追
求
」

「
充
実
し
た
教
養
教
育
の
確
立
」「
国
際
性
の
涵
養
」「
地
域
と
の
連

携
」
の
五
つ
の
独
自
性
を
持
っ
た
教
育
理
念
と
目
的
と
し
て
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
建
学
精
神
を
強
く
意
識
・
追
求
す
る
と

い
う
実
践
が
社
会
か
ら
の
理
解
・
共
感
を
得
て
、
現
在
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
北
海
道
文
教
大
学
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
「
な
す
べ
き
こ
と
」
を
自

覚
で
き
る
よ
う
、
入
学
か
ら
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
国

試
合
格
率
や
就
職
率
で
実
績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

後
援
会
は
大
学
と
学
生
・
会
員
の
皆
様
と
結
び
、
北
海
道
文
教
大

学
の
充
実
・
発
展
に
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

北海道文教大学後援会　平成26年度決算及び平成27年度予算

平成27年度　北海道文教大学後援会事業等実施計画

■収入の部 

1　繰越金
2　会費収入
3　雑収入

11,031,466
38,791,500

6,720
49,829,686

科　　　　目 決算額（A）
平 成 ２ ６ 年 度 決 算 平 成 ２ ７ 年 度 予 算

合　　　　計

合　　　　計

1　繰越金
2　会費収入
3　雑収入

15,623,138
38,280,000

3,000
53,906,138

科　　　　目 予　算

16,500円×2,320人
預金利息

備　　考

合　　　　計

（単位　　円）

■支出の部 

1　事務費  
　　（1） 通信費等 
2　会議費  
　　（1） 総会 
　　（2） 役員会費 
3　事業費  
　　（1） 学生文化・体育団体助成費 
　　（2） 「後援会文庫」整備費 
　　（3） 父母懇談会助成費 
　　（4） 卒業記念助成費 
　　（5） 「卒業祝賀会」費 
　　（6） 就職活動助成費 
　　（7） 広報費 
　　（8） 慶弔費 
　　（9） 学生指導助成費

4　記念事業等積立費  
5　予備費   

平成27年 4月 4日(土) 定期総会（入学式終了後）
平成27年 4月11日(土)・12日（日） 新入生宿泊研修助成
平成27年 4月25日（土）17：00 第1回ワーキンググループ
平成27年 5月18日（月）～7月29日（水） 100円朝食助成
平成27年 6月 4日（木）18：30 第1回役員会
平成27年 7月16日（木）12：00 キャンパスウオッチング
平成27年10月 9日（金）～11日(日) 大学祭（３日間）の助成
平成27年10月11日（日） 父母懇談会（恵庭キャンパス）助成
平成27年10月中旬 中間監査

平成27年10月上旬 100円朝食助成
平成27年10月30日（金）18：30 第２回ワーキンググループ
平成27年11月13日（金）18：30 第２回役員会
平成28年 2月19日（金）18：30 第３回ワーキンググループ
平成28年 3月21日（祝月） 平成27年度学位記授与式記念品助成
平成28年 3月21日（祝月） 平成27年度卒業祝賀会及び同窓会入会式
平成28年 3月下旬 監　査
平成28年 3月25日（金）18：30 第３回役員会

288,452
288,452
1,428,099
560,136
867,963

29,194,077
7,909,458
3,206,919
619,000
3,633,066
4,456,730
4,609,427
426,060
50,000

4,283,417

2,000,000
1,295,920

34,206,548

科　　　　目 決算額（B）
平 成 ２ ６ 年 度 決 算 平 成 ２ ７ 年 度 予 算

1　事務費  
　　（1） 通信費等 
2　会議費  
　　（1） 総会 
　　（2） 役員会費 
3　事業費  
　　（1） 学生文化・体育団体助成費 
   
　　（2） 父母懇談会助成費 
　　（3） 卒業記念助成費 
　　（4） 「卒業祝賀会」費 
　　（5） 就職活動助成費 
　　（6） 広報費 
　　（7） 慶弔費 
　   
　　（8） 免許等取得助成費 
　　（9） 宿泊研修助成費 
　　（10） 100円朝食助成費 
　　（11） 携帯電話充電器助成費 
　　（12） サイクルスタンド設置助成費
4　記念事業等積立費  
5　予備費  

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
31,450,000
7,500,000

1,000,000
3,650,000
4,500,000
2,000,000
800,000
100,000

3,540,000
4,200,000
3,000,000
160,000
1,000,000
2,000,000
18,356,138

53,906,138

科　　　　目 予　算

総会・役員会等案内状郵送
  
総会費用、入学紅白饅頭
役員会・交通費

  
サークル助成

  
食券等の助成

卒業記念品・紅白饅頭
卒業祝賀会の助成
就職講座等の助成
会報年2回発行
香　典

  
1,500円×2,360人（学生数）
新入生合宿研修の助成
年間100日間の実施
充電器レンタル料の助成

駐輪場に自転車スタンドを設置
75周年記念事業等の積立
（設備・備品等の助成を含）

備　　考

合　　　　計

（単位　　円）

49,829,686合　　　　計 53,906,138合　　　　計

15,623,138
38,280,000

3,000

予　算

合　　　　計 34,206,548 53,906,138合　　　　計

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
31,450,000
7,500,000

1,000,000
3,650,000
4,500,000
2,000,000
800,000
100,000

3,540,000
4,200,000
3,000,000
160,000
1,000,000
2,000,000
18,356,138

予　算

2　会議費  1,428,099 2　会議費    

1　事務費  288,452 1　事務費  

3　事業費  29,194,077 3　事業費    

4　記念事業等積立費  
5　予備費   

2,000,000
1,295,920

4　記念事業等積立費  
5　予備費  

75周年記念事業等の積立
（設備・備品等の助成を含）

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会

　会
長

お
わ
り
に

　平成27年3月卒業生は、国家試験合格率においても右表のとおり高い実績を
残しました。
　後援会は、学生に対する国家試験等の助成として、これまでの各学科で必要な
本を購入する「後援会文庫助成費」を組み換え、今年度から国家試験免許取得
をはじめ教員試験等の各種資格を取得するために必要な図書・問題集の購入、
講演会の実施などを助成する「免許等取得助成費」を、事業として始めました。
　また、「就職活動助成費」の中で、TOEIC・英検受験等の就職につながる各種
資格を取得するための各種受験料の助成を「資格取得奨励金」として、これまでど
おり行っています。

後援会による国家試験等の助成
平成２６年度国家試験合格者数・合格率

受験者数 

144

86

48

94

国 家 試 験

管理栄養士

理学療法士

作業療法士

看　護　師

合 格 率 

85.4

98.8

91.7

96.8

合格者数 

123

85

44

91



　女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
ナ
ダ
大
会
の
ニュ
ー
ス

に
ふ
れ
な
が
ら
、四
年
前
の
大
会
の
こ
と
を
ど
う
し
て
も
思
い

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。あ
の
優
勝
が
、東
日
本
大
震
災
で
打

ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
こ
の
国
の
人
々
に
ど
ん
な
に
大
き
な
喜

び
と
勇
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
。

　も
う
一
度
四
年
前
の
再
現
が
な
い
も
の
か
と
期
待
し
ま
し

た
が
、準
優
勝
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
健
闘
を
素
直
に
讃
え
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
度
前
期
の
本
学
に
あ
っ
て
も
学
生
諸
君
も

教
職
員
の
皆
さ
ん
も
着
々
と
健
闘
を
積
み
重
ね
て
く
れ
て
お

り
ま
す
。

　新
し
く
企
画
実
施
さ
れ
ま
し
た
年
度
当
初
の
新
入
生
宿

泊
研
修
も
、何
に
つ
け
て
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は

思
わ
ぬ
困
難
が
つ
き
ま
と
う
と
こ
ろ
を
、上
級
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
と
教
職
員
の
団
結
で
、成
功
裏
に
充
実
し
た
研
修

が
で
き
た
と
の
総
括
が
教
授
会
に
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
現
在
集
計
の
卒
業
生
の
就
職
率

は
、道
内
私
立
大
学
で
第
一
位
の
実
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。　ま

た
、後
援
会
の
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
と
本
学
と
の
協

力
に
よ
る
学
生
食
堂
の「
百
円
朝
食
」も
好
評
の
う
ち
に
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。学
生
の
中
に
は「
遠
距
離
通
学

な
の
で
、毎
朝
早
く
起
き
て
支
度
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
を
、

　国
内
の
今
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
は
、景
況
感
改
善
の
影

響
を
受
け
て
正
社
員
の
不
足
感
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
反
映
し
、企
業
の

採
用
姿
勢
が
大
手
か
ら
中
小
企
業
ま
で
前
向
き
の
状
況
と
な
り
、九

六
・
七
％
で
し
た
。（
三
月
三
十
一
日
現
在
）

　北
海
道
内
を
卒
業
し
た
大
学
生
の
就
職
率
は
、前
年
比
二
・
五
ポ
イ

ン
ト
増
の
九
一・
六
％
と
な
り
、四
年
連
続
で
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。就
職
者
数
は
一
万
一,
七
八
四
人(

う
ち
道
外
は
四,
一
七
〇

人)

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。(

道
労
働
局
調
べ)

　本
学
の
今
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
状
況
は
、下
段
に
載
せ
て
い
る
と

お
り
九
九
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
学
生
に
対
し
、迅
速

且
つ
き
め
細
か
な
対
応
と
、個
人
毎
の
就
活
レ
ベ
ル
の
向
上
を
実
施
し

た
事
が
、高
い
就
職
率
を
達
成
し
た
要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　二
〇
一
六
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
、「
十
二
月
一
日
広
報
活
動

開
始
」で
あ
っ
た
昨
年
度
と
異
な
り
、政
府
要
請
等
に
よ
り
採
用
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、「
採
用
選
考
期
間
の
短
縮
」「
応
募
企

業
先
が
集
中
に
よ
り
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」「
学
業
と
就
職
活
動
と
の
重
複
」

な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。就
職
部
と
し
て
も
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
過
密
化
へ
の
対
応
策
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　次
に
、現
四
年
生
の
就
職
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、学
科
ご
と
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　【国
際
言
語
学
科
】三
月
一
日
の
会
社
説
明
会
解
禁
か
ら
一
斉
に
就
職

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。三
年
生
時
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
、解

禁
時
か
ら
の
合
同
企
業
説
明
会
参
加
者
を
中
心
に
内
々
定
を
確
保
し

て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
卸
売
業
・ホ
テ
ル・
Ｉ
Ｔ
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
旅

行
会
社
・
教
育
＆
学
習
支
援
業
な
ど
、広
範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
企
業
単
独
の
学
内
説
明
会
開
催
、内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー
後
の
フ
ォ

ロ
ー
、合
同
企
業
説
明
会
参
加
へ
の
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

八
月
一
日
か
ら
は
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
が
解
禁
と
な
り
、北
海

道
内
中
小
企
業
の
求
人
増
が
予
想
さ
れ
、学
生
が
求
め
る
企
業
動
向
、

情
報
提
供
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　【健
康
栄
養
学
科
】企
業
採
用
広
報
が
短
縮
さ
れ
、よ
り
短
期
間
の

就
職
活
動
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。六
月
臨
地
実
習
も
あ
る
中
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
合
同
企
業
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、企
業
情
報

収
集
と
自
己
分
析
に
多
く
の
学
生
が
集
中
し
て
取
り
組
み
、こ
れ
ま
で

食
品
製
造
販
売
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
小
売
業
を
中
心
に
、内
々
定

の
確
保
に
繋
げ
て
い
ま
す
。今
後
、地
方
公
務
員
、医
療
・
福
祉
関
連
の

決
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
前
進
を

15

理事長・学長挨拶就職部便り

二
〇一五
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
結
果
と
二
〇一六
年

三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学

　就
職
部

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
専
門
職
を
は
じ
め
給
食
委
託
企
業
、食
品
関

連
企
業
の
求
人
増
も
予
想
さ
れ
、一
層
の
支
援
強
化
を
図
り
ま
す
。

　【理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】今
年
度
も
二
学
科
合
同
の
就

職
講
座
を
三
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、恒
例
と
な
っ
た「
学
内
就
職
説
明
会
」も
八
月
二
十
八
日

に
実
施
し
ま
し
た
。同
説
明
会
に
は
道
外
か
ら
の
参
加
を
含
め
、年
々

参
加
施
設
が
増
加
し
て
お
り
、こ
の
学
内
説
明
会
か
ら
、実
質
的
な
就

職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　【看
護
学
科
】新
四
年
生
の
就
職
講
座
は
、三
月
十
二
日
と
四
月
十

六
日
の
二
回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
の
ス
タ
ー

ト
に
際
し
、学
生
の
職
業
観
を
高
め
る
た
め
に
卒
業
生
に
よ
る
講
話
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。各
病
院
の
選
考
試
験
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
り
、例

年
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
が
増
え
る
な
ど
、積
極
的
な
就
職

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　【こ
ど
も
発
達
学
科
】幼
稚
園
・
小
学
校
教
育
実
習
終
了
後
の
六
月

か
ら
内
々
定
の
確
保
が
始
ま
り
、民
間
企
業
の
他
に
、実
習
先
か
ら
の

専
門
職
採
用
が
続
き
、例
年
よ
り
早
い
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、採
用
活
動
の
動
き
と
し
て
は
、道
外(

横
浜
市
教
育
委
員
会)

か
ら

初
め
て
教
員
採
用
学
内
説
明
会
の
開
催
な
ど
、早
め
の
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。こ
ど
も
発
達
学
科
は
、学
科
内
独
自
に
専
門
・
教
養
両
科
目
の

対
策
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。九
月
以
降
は
民
間
・
公
務
員
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
進
路
先
に
対
す
る
支
援
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　例
年
よ
り
も
大
幅
に「
後
ろ
倒
し
」の
日
程
と
な
っ
た
今
年
の
就
職

活
動
は
、経
団
連
の
ル
ー
ル
変
更
で
、「
企
業
の
広
報
活
動
が
三
月
一
日

か
ら
」、「
面
接
な
ど
の
広
報
活
動
が
八
月
一
日
か
ら
」に
繰
り
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。例
年
な
ら
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
内
々
定
が
出
る

最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期
で
す
が
、今
年
は
全
般
的
に
動
き
が
遅

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、学
生
の
就
職
活
動
は
、二
極
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。二
月
か

ら
動
い
て
い
る
学
生
が
あ
る
一
方
、「
八
月
ま
で
大
丈
夫
」と
動
か
な
い
学

生
も
い
ま
す
。対
策
と
し
て
は
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
動
向
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
教
員
と
協
力
し
て
掴
み
、定
期
的
に
学
生
と
の
連
絡
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
今
年
懸
念
さ
れ
る
事
は
、企
業
に
よ
る
内
定
者
の
囲

い
込
み
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。困
っ
た
と
き
に
一
人
で
悩
む
の
で
は

な
く
、い
つ
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
を
作
る
体
制
を
維
持
し
て
い
ま

す
。　就

職
部
と
し
て
は
、今
年
は
特
に
迅
速
な
就
職
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。後
半
は
選
考
期
間
が
短
縮
さ
れ
、短
期
間
に
終
了
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、す
ぐ
に
応
募
で
き
る
準
備
態
勢
を
整
え

る
と
同
時
に
、常
に
学
生
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
意
識
し
て
就
職
支
援
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
の
期
間
だ
け
は
休
ま
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
」と
い
う
親
思
い
の

理
由
で
利
用
し
て
い
る
人
も
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　六
月
中
旬
に
は
、文
部
科
学
省
に
よ
る「
教
職
課
程
認
定

大
学
実
地
視
察
調
査
」が
あ
り
ま
し
た
。結
果
的
に
は
い
く
つ

か
の
改
善
点
の
指
摘
は
あ
り
ま
し
た
が
、概
ね
よ
く
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　七
月
一
日
か
ら
は
、か
ね
て
計
画
し
て
お
り
ま
し
た「
鶴
岡

記
念
講
堂
及
び
多
目
的
教
室
棟
」の
建
設
に
着
工
い
た
し
ま

し
た
。平
成
二
十
八
年
十
一
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
、関
連
の

環
境
整
備
も
い
ち
早
く
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
夏
季
休
業
中
に
は
、年
初
に
学
生
諸
君
に
も
約
束
し

て
お
り
ま
し
た「
快
適
な
ト
イ
レ
」へ
の
改
装
も
実
施
い
た
し
ま

す
。こ
れ
は
、政
府
の「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
方
針
」に
も

盛
り
込
ま
れ
た
重
点
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
本
年
度
前
期
の
大
学
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
、「
日
日
新（
に
ち
に
ち
あ
ら
た
）」の
精
神
を
大
切
に
し
て
、

不
断
の
改
革
改
善
の
姿
勢
で
進
む
毎
日
で
あ
り
ま
す
。学
生

諸
君
の
教
育
研
究
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、ま
ず
も
っ
て

運
営
担
当
者
の
重
要
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　学
生
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
る
こ
と
を
第
一
義
に
据

え
て
、保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に
手
を
携
え
て
進
む
こ
と
が

大
学
発
展
の
道
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

卸・小売り
２2.2％

サービス
22．２％

公務・団体
13.0％

宿泊・飲食
１1.1％

教育・学習支援
5.6％

不動産・賃貸 5.6％

金融 3.7％ その他
7.3％

情報通信
9.3％

栄養士・
管理栄養士・
公務栄養士・
栄養教諭
64.8％

総合職・
一般職など
２6.7％

商品開発・品質検査・
製造など（要栄免）

8.5％

医療機関
９5.2％

施設
4.8％

医療機関
９1.3％

施設
8.7％

大学病院
23.1％

公的病院
３8.5％

医療法人
30.7％

企業立病院
4.4％

公益法人
1.1％

自治体（保健師など）2.2％

2015年 
就職実績データ

外国語学部
国際言語学科96.4％ 人間科学部

健康栄養学科99.3％ 人間科学部
理学療法学科 100％

人間科学部
作業療法学科 100％ 人間科学部

看護学科 100％ 人間科学部
こども発達学科100％

公務員
30.4％

保育士
29.1％

幼稚園教諭
20.3％

指導員・
支援員など
10.1％

総合職・
一般職
10.1％

平成27年度　北海道文教大学後援会　役員名簿
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　女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
ナ
ダ
大
会
の
ニュ
ー
ス

に
ふ
れ
な
が
ら
、四
年
前
の
大
会
の
こ
と
を
ど
う
し
て
も
思
い

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。あ
の
優
勝
が
、東
日
本
大
震
災
で
打

ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
こ
の
国
の
人
々
に
ど
ん
な
に
大
き
な
喜

び
と
勇
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
。

　も
う
一
度
四
年
前
の
再
現
が
な
い
も
の
か
と
期
待
し
ま
し

た
が
、準
優
勝
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
健
闘
を
素
直
に
讃
え
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
度
前
期
の
本
学
に
あ
っ
て
も
学
生
諸
君
も

教
職
員
の
皆
さ
ん
も
着
々
と
健
闘
を
積
み
重
ね
て
く
れ
て
お

り
ま
す
。

　新
し
く
企
画
実
施
さ
れ
ま
し
た
年
度
当
初
の
新
入
生
宿

泊
研
修
も
、何
に
つ
け
て
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は

思
わ
ぬ
困
難
が
つ
き
ま
と
う
と
こ
ろ
を
、上
級
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
と
教
職
員
の
団
結
で
、成
功
裏
に
充
実
し
た
研
修

が
で
き
た
と
の
総
括
が
教
授
会
に
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
現
在
集
計
の
卒
業
生
の
就
職
率

は
、道
内
私
立
大
学
で
第
一
位
の
実
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。　ま

た
、後
援
会
の
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
と
本
学
と
の
協

力
に
よ
る
学
生
食
堂
の「
百
円
朝
食
」も
好
評
の
う
ち
に
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。学
生
の
中
に
は「
遠
距
離
通
学

な
の
で
、毎
朝
早
く
起
き
て
支
度
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
を
、

　国
内
の
今
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
は
、景
況
感
改
善
の
影

響
を
受
け
て
正
社
員
の
不
足
感
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
反
映
し
、企
業
の

採
用
姿
勢
が
大
手
か
ら
中
小
企
業
ま
で
前
向
き
の
状
況
と
な
り
、九

六
・
七
％
で
し
た
。（
三
月
三
十
一
日
現
在
）

　北
海
道
内
を
卒
業
し
た
大
学
生
の
就
職
率
は
、前
年
比
二
・
五
ポ
イ

ン
ト
増
の
九
一・
六
％
と
な
り
、四
年
連
続
で
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。就
職
者
数
は
一
万
一,
七
八
四
人(

う
ち
道
外
は
四,
一
七
〇

人)

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。(
道
労
働
局
調
べ)

　本
学
の
今
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
状
況
は
、下
段
に
載
せ
て
い
る
と

お
り
九
九
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
学
生
に
対
し
、迅
速

且
つ
き
め
細
か
な
対
応
と
、個
人
毎
の
就
活
レ
ベ
ル
の
向
上
を
実
施
し

た
事
が
、高
い
就
職
率
を
達
成
し
た
要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　二
〇
一
六
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
、「
十
二
月
一
日
広
報
活
動

開
始
」で
あ
っ
た
昨
年
度
と
異
な
り
、政
府
要
請
等
に
よ
り
採
用
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、「
採
用
選
考
期
間
の
短
縮
」「
応
募
企

業
先
が
集
中
に
よ
り
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」「
学
業
と
就
職
活
動
と
の
重
複
」

な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。就
職
部
と
し
て
も
、就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
過
密
化
へ
の
対
応
策
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　次
に
、現
四
年
生
の
就
職
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、学
科
ご
と
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　【国
際
言
語
学
科
】三
月
一
日
の
会
社
説
明
会
解
禁
か
ら
一
斉
に
就
職

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。三
年
生
時
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
、解

禁
時
か
ら
の
合
同
企
業
説
明
会
参
加
者
を
中
心
に
内
々
定
を
確
保
し

て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
卸
売
業
・ホ
テ
ル・
Ｉ
Ｔ
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
旅

行
会
社
・
教
育
＆
学
習
支
援
業
な
ど
、広
範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後

は
企
業
単
独
の
学
内
説
明
会
開
催
、内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー
後
の
フ
ォ

ロ
ー
、合
同
企
業
説
明
会
参
加
へ
の
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

八
月
一
日
か
ら
は
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
が
解
禁
と
な
り
、北
海

道
内
中
小
企
業
の
求
人
増
が
予
想
さ
れ
、学
生
が
求
め
る
企
業
動
向
、

情
報
提
供
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　【健
康
栄
養
学
科
】企
業
採
用
広
報
が
短
縮
さ
れ
、よ
り
短
期
間
の

就
職
活
動
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。六
月
臨
地
実
習
も
あ
る
中
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
合
同
企
業
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、企
業
情
報

収
集
と
自
己
分
析
に
多
く
の
学
生
が
集
中
し
て
取
り
組
み
、こ
れ
ま
で

食
品
製
造
販
売
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
小
売
業
を
中
心
に
、内
々
定

の
確
保
に
繋
げ
て
い
ま
す
。今
後
、地
方
公
務
員
、医
療
・
福
祉
関
連
の

決
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
前
進
を

15

理事長・学長挨拶就職部便り

二
〇一五
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
結
果
と
二
〇一六
年

三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
文
教
大
学

　就
職
部

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
専
門
職
を
は
じ
め
給
食
委
託
企
業
、食
品
関

連
企
業
の
求
人
増
も
予
想
さ
れ
、一
層
の
支
援
強
化
を
図
り
ま
す
。

　【理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】今
年
度
も
二
学
科
合
同
の
就

職
講
座
を
三
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、恒
例
と
な
っ
た「
学
内
就
職
説
明
会
」も
八
月
二
十
八
日

に
実
施
し
ま
し
た
。同
説
明
会
に
は
道
外
か
ら
の
参
加
を
含
め
、年
々

参
加
施
設
が
増
加
し
て
お
り
、こ
の
学
内
説
明
会
か
ら
、実
質
的
な
就

職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　【看
護
学
科
】新
四
年
生
の
就
職
講
座
は
、三
月
十
二
日
と
四
月
十

六
日
の
二
回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。今
年
は
就
職
活
動
の
ス
タ
ー

ト
に
際
し
、学
生
の
職
業
観
を
高
め
る
た
め
に
卒
業
生
に
よ
る
講
話
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。各
病
院
の
選
考
試
験
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
り
、例

年
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
が
増
え
る
な
ど
、積
極
的
な
就
職

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　【こ
ど
も
発
達
学
科
】幼
稚
園
・
小
学
校
教
育
実
習
終
了
後
の
六
月

か
ら
内
々
定
の
確
保
が
始
ま
り
、民
間
企
業
の
他
に
、実
習
先
か
ら
の

専
門
職
採
用
が
続
き
、例
年
よ
り
早
い
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、採
用
活
動
の
動
き
と
し
て
は
、道
外(

横
浜
市
教
育
委
員
会)

か
ら

初
め
て
教
員
採
用
学
内
説
明
会
の
開
催
な
ど
、早
め
の
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。こ
ど
も
発
達
学
科
は
、学
科
内
独
自
に
専
門
・
教
養
両
科
目
の

対
策
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。九
月
以
降
は
民
間
・
公
務
員
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
進
路
先
に
対
す
る
支
援
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　例
年
よ
り
も
大
幅
に「
後
ろ
倒
し
」の
日
程
と
な
っ
た
今
年
の
就
職

活
動
は
、経
団
連
の
ル
ー
ル
変
更
で
、「
企
業
の
広
報
活
動
が
三
月
一
日

か
ら
」、「
面
接
な
ど
の
広
報
活
動
が
八
月
一
日
か
ら
」に
繰
り
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。例
年
な
ら
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
内
々
定
が
出
る

最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期
で
す
が
、今
年
は
全
般
的
に
動
き
が
遅

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、学
生
の
就
職
活
動
は
、二
極
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。二
月
か

ら
動
い
て
い
る
学
生
が
あ
る
一
方
、「
八
月
ま
で
大
丈
夫
」と
動
か
な
い
学

生
も
い
ま
す
。対
策
と
し
て
は
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
動
向
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
教
員
と
協
力
し
て
掴
み
、定
期
的
に
学
生
と
の
連
絡
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
今
年
懸
念
さ
れ
る
事
は
、企
業
に
よ
る
内
定
者
の
囲

い
込
み
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。困
っ
た
と
き
に
一
人
で
悩
む
の
で
は

な
く
、い
つ
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
を
作
る
体
制
を
維
持
し
て
い
ま

す
。　就

職
部
と
し
て
は
、今
年
は
特
に
迅
速
な
就
職
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。後
半
は
選
考
期
間
が
短
縮
さ
れ
、短
期
間
に
終
了
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、す
ぐ
に
応
募
で
き
る
準
備
態
勢
を
整
え

る
と
同
時
に
、常
に
学
生
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
意
識
し
て
就
職
支
援
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
の
期
間
だ
け
は
休
ま
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
」と
い
う
親
思
い
の

理
由
で
利
用
し
て
い
る
人
も
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　六
月
中
旬
に
は
、文
部
科
学
省
に
よ
る「
教
職
課
程
認
定

大
学
実
地
視
察
調
査
」が
あ
り
ま
し
た
。結
果
的
に
は
い
く
つ

か
の
改
善
点
の
指
摘
は
あ
り
ま
し
た
が
、概
ね
よ
く
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　七
月
一
日
か
ら
は
、か
ね
て
計
画
し
て
お
り
ま
し
た「
鶴
岡

記
念
講
堂
及
び
多
目
的
教
室
棟
」の
建
設
に
着
工
い
た
し
ま

し
た
。平
成
二
十
八
年
十
一
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
、関
連
の

環
境
整
備
も
い
ち
早
く
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
夏
季
休
業
中
に
は
、年
初
に
学
生
諸
君
に
も
約
束
し

て
お
り
ま
し
た「
快
適
な
ト
イ
レ
」へ
の
改
装
も
実
施
い
た
し
ま

す
。こ
れ
は
、政
府
の「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
方
針
」に
も

盛
り
込
ま
れ
た
重
点
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
本
年
度
前
期
の
大
学
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
、「
日
日
新（
に
ち
に
ち
あ
ら
た
）」の
精
神
を
大
切
に
し
て
、

不
断
の
改
革
改
善
の
姿
勢
で
進
む
毎
日
で
あ
り
ま
す
。学
生

諸
君
の
教
育
研
究
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、ま
ず
も
っ
て

運
営
担
当
者
の
重
要
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　学
生
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
る
こ
と
を
第
一
義
に
据

え
て
、保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に
手
を
携
え
て
進
む
こ
と
が

大
学
発
展
の
道
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

卸・小売り
２2.2％

サービス
22．２％

公務・団体
13.0％

宿泊・飲食
１1.1％

教育・学習支援
5.6％

不動産・賃貸 5.6％

金融 3.7％ その他
7.3％

情報通信
9.3％

栄養士・
管理栄養士・
公務栄養士・
栄養教諭
64.8％

総合職・
一般職など
２6.7％

商品開発・品質検査・
製造など（要栄免）

8.5％

医療機関
９5.2％

施設
4.8％

医療機関
９1.3％

施設
8.7％

大学病院
23.1％

公的病院
３8.5％

医療法人
30.7％

企業立病院
4.4％

公益法人
1.1％

自治体（保健師など）2.2％

2015年 
就職実績データ

外国語学部
国際言語学科96.4％ 人間科学部

健康栄養学科99.3％ 人間科学部
理学療法学科 100％

人間科学部
作業療法学科 100％ 人間科学部

看護学科 100％ 人間科学部
こども発達学科100％

公務員
30.4％

保育士
29.1％

幼稚園教諭
20.3％

指導員・
支援員など
10.1％

総合職・
一般職
10.1％

平成27年度　北海道文教大学後援会　役員名簿

 
 

鈴
　
木
　
武
　
夫 

理
事
長・学
長

会
　
長 

Ｗ
Ｇ 

中
　
上
　
美
　
伸 

作
業
療
法

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

大
　
原
　
奈
津
子 

看
　  

護

副
会
長 

Ｗ
Ｇ 

北
　
林
　
　
　
啓 

理
学
療
法

監
　
査 

Ｗ
Ｇ 

砂
　
金
　
和
　
英 

こ
ど
も
発
達

監
　
査 

Ｗ
Ｇ 

串
　
間
　
栄
　
子 

理
学
療
法

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

高
　
　
　
七
　
重 

国
際
言
語

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

佐
　
藤
　
由
　
美 

国
際
言
語

理
　
事 

 

石
　
井
　
和
　
彦 

国
際
言
語

理
　
事 

 

竹
　
市
　
直
　
子 

健
康
栄
養

理
　
事 

 

森
　
　
　
千
　
鶴 

健
康
栄
養

理
　
事 

　 

片
　
岡
　
結
　
花 

健
康
栄
養

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

飯
　
島
　
則
　
勝 

理
学
療
法

理
　
事 

 

田
　
伏
　
一
　
志 

作
業
療
法

理
　
事 

Ｗ
Ｇ 

渋
　
谷
　
博
　
子 

作
業
療
法

理
　
事 

　 

豊
　
田
　
雄
　
二 

看
　  

護

理
　
事 

 

小
笠
原
　
　
　
円 

看
　  

護

理
　
事 

 

中
　
村
　
　
　
仁 

こ
ど
も
発
達

理
　
事 

 

中
　
村
　
万
里
子 

こ
ど
も
発
達

理
　
事 

 

橘
　
内
　
　
　
勇 

副
学
長・人
間
科
学
部
長

理
　
事 

 

澤
　
田
　
　
　
隆 

外
国
語
学
部
長

幹
　
事 

 

浅
　
見
　
晴
　
江 

事
務
局
長・財
務
部
長

幹
　
事 

 

荻
根
澤
　
則
　
文 

事
務
局
次
長・学
務
部
長

幹
　
事 

Ｗ
Ｇ 

細
　
井
　
雅
　
人 

学
務
部
次
長

役
　
職

W
G

氏
　
　
　
　
名

学
　
科
　
等

名
誉
会
長

副 

会 

長

2014年度 就職率（全学科平均）99.4％99.4％ 道内私大1位
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15

　会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
北
海
道
文

教
大
学
後
援
会
の
活
動
・
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
学
後
援
会
は
、北
海
道
文
教
大
学
建
学
の
精
神
に
則
り
、会
員

相
互
の
協
力
に
よ
っ
て
大
学
を
後
援
し
、
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し

て
い
る
会
費
に
よ
り

　（一
）
学
生
生
活
向
上
の
た
め
の
支
援

　

（
二
）活
動
団
体
や
行
事
等
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　（三
）活

動
団
体
や
行
事
等
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　（四
）大
学
祭
や

父
母
懇
談
会
へ
の
開
催
の
協
力

　（五
）学
位
記
授
与
式
で
の
記
念

品
贈
呈
や
卒
業
祝
賀
会
の
実
施
協
力
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
近

年
で
は
、
図
書
館
や
学
生
食
堂
・
サ
ー
ク
ル
会
館
等
へ
の
環
境
整

備
や
学
友
会
倉
庫
の
設
置
な
ど
を
教
職
員
や
学
生
代
表
と
協
議
し

な
が
ら
実
施
、さ
ら
に
本
年
度
は
、新
入
生
が
、一
日
も
早
く
大
学

生
活
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
」（
新
入
生
宿
泊
研
修
）実
施
助
成
、
ま
た
、
学
生
が
朝
食
を
摂
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
目
的
で
始
ま
っ
た「
一
〇
〇
円
朝
食
」実
施
助

成
を
新
規
事
業
と
し
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。後
援
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、こ
の
会
報
を
通
し
て
、皆
様
に
後
援
会
の
活
動
内
容
に

理
解
を
深
め
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
上
半
期
の
主
な

事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
一
）平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
文
教
大
学
定
期
総
会

　平
成
二
十
四
年
度
か
ら
入
学
式
後
に
大
学
主
催
の
学
科
説
明
会

が
行
わ
れ
、定
期
総
会
の
開
催
は
そ
の
終
了
後
と
な
っ
て
お
り
、参

加
者
は
三
五
名

一

　日

　時

　平
成
二
十
七
年
四
月
四
日（
土
）
　十
三
時
三
十
分
〜

二

　会

　場

　北
海
道
文
教
大
学

　本
館
二
階

　大
講
堂

三

　出
席
者

　会
員
二
五
人
、後
援
会
役
員
一
〇
人
、教
職
員
理
事

六
人
、委
任
状
一
、六
一
一
人

　
　会
員
総
数
二
、三
六
六
人
に
て
総
会
成
立

四

　議

　

 

事

　（一
）
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

（
二
）
平
成
二
十
六
年
度
決
算
に
つ
い
て

　（三
）
平
成
二
十
七

年
度
事
業
等
計
画
案
に
つ
い
て

　（四
）
平
成
二
十
七
年
度
予

算
案
に
つ
い
て

　（五
）平
成
二
十
七
年
度
役
員
案
に
つ
い
て

五

　決
定
事
項

　原
案
通
り
承
認

（
二
）平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
文
教
大
学
後
援
会

　第
一
回
役
員
会

　鈴
木
学
長
に
も
ご
出
席
頂
き
、
北
海
道
文
教
大
学
の
現
状
や
今

後
の
大
学
経
営
の
方
針
等
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一

　日

　時

　平
成
二
十
七
年
六
月
四
日（
木
）
　十
八
時
三
十
分

二

　会

　場

　札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

三

　出
席
者

　二
一
人

　後
援
会
理
事
十
四
人
、
教
職
員
理
事
等

七
人
、

四

　議

　事

　（一
）平
成
二
十
七
年
度
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

（
二
）今
後
の
日
程
等
に
つ
い
て

　（三
）そ
の
他

　①
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

②
一
〇
〇
円

朝
食
の
実
施
に
つ
い
て 

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
の
設

平
成
二
十
七
年
度
　後
援
会
活
動
・
事
業
に
つ
い
て

中
上
　美
伸

は
じ
め
に

上
半
期
の
主
な
事
業

置
に
つ
い
て

五

　決
定
・
確
認
事
項

　（一
）四
人
の
新
任
理
事
、
三
人
の
理
事

を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
追
認

　（二
）本

年
度
学
位
記
授
与
式
は
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日
（
祝

月
）
に
確
定

　（三
）
そ
の
他

　①
平
成
二
十
七
年
四
月
十
一

日（
土
）〜
十
二
日（
日
）に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
。新
入
生
参
加
五
五
五
人
（
欠
席
四
人
）、
在
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
六
二
人
、教
職
員
が
参
加
、事
故
な
く
終
了
と
報
告
。 

②

一
〇
〇
円
朝
食
が
今
年
度
は
五
月
十
八
日
よ
り
開
始
さ
れ
た

と
報
告
。初
日
よ
り
三
日
間
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。毎
日

一
五
〇
食
を
準
備
し
て
い
る
が
、
月
曜
日
の
食
数
が
伸
び
な

い
傾
向
が
あ
る
。一
部
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施
な
ど
、魅
力
的

な
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
継
続
。 

③
七
号
館
前
駐
輪
場
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
設
置
の
報
告
。

（
三
）平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
文
教
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
、
学
内
に
お
け
る
学
生
の
様

子
や
各
施
設
を
実
際
に
見
学
、ま
た
、大
学
教
職
員
等
か
ら
説
明
を

受
け
、知
る
こ
と
で
、各
施
設
の
利
便
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
共

通
認
識
を
持
ち
、事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
。

一

　日

　時

　平
成
二
十
七
年
七
月
十
六
日（
木
）
　十
二
時
〜

二

　会

　場

　北
海
道
文
教
大
学
恵
庭
キ
ャ
ン
パ
ス

　会
議
室

「
樽
前
」（
六
号
館
一
階
）
　

三

　出
席
者

　後
援
会
理
事
十
二
人
、大
学
事
務
局
四
人

四

　内

　容

　

　
　一 

大
学
の
現
状
報
告
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
橘
内
副
学
長

か
ら
説
明

　

　
　（一
）平
成
二
十
七
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
状
況
と
国
家
試
験

合
格
状
況

　
　
　読
売
新
聞
社
「
就
職
に
強
い
大
学
二
〇
一
五
」（
就
職
者
数

三
〇
〇
人
以
上
の
国
公
私
立
大
学
）
に
お
い
て
二
〇
一
四
年

実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ

　道
内
私
立
大
学
の
中
で
第
一
位
、

全
国
国
公
私
立
大
学
に
お
い
て
第
三
三
位
。就
職
率（
全
学
科

平
均
）九
九
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、き
め
細
や
か
な
キ
ャ
リ

ア
支
援
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
開
学
以
来
の
高
い
就
職
率
に
反

映
し
て
い
る
。（
三
頁
下
段
：
就
職
実
績
デ
ー
タ
表
を
参
照
）

　
　
　国
家
試
験
合
格
率

　管
理
栄
養
士
：
八
五
・
四
％
（
全
国

平
均
合
格
率
五
五
・
七
％
、道
内
養
成
校
一
位
、全
国
養
成
校

九
位
）、看
護
師
：
九
六
・
八
％（
全
国
平
均
九
〇
・
〇
％
）、理

学
療
法
士
：
九
八
・
八
％（
全
国
平
均
合
格
率
八
二
・
七
％
、

道
内
養
成
四
年
制
大
学
中
第
一
位
、
全
国
養
成
四
年
制
大
学

中
第
五
位
）、
作
業
療
法
士
：
九
一
・
七
％（
全
国
平
均
合
格

率
七
七
・
五
％
、道
内
養
成
四
年
制
大
学
中
第
一
位
、全
国
養

成
四
年
制
大
学
中
第
四
位
）
と
な
っ
て
お
り
全
国
レ
ベ
ル
を

大
き
く
超
え
て
い
る
。（
四
頁
下
段
：
国
家
試
験
合
格
者
数
表

を
参
照
）

　
　（二
）「
鶴
岡
記
念
講
堂
」の
建
設
に
つ
い
て

　
　
　学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
か
ね
て
よ
り
計

画
を
し
て
い
た「
鶴
岡
記
念
講
堂
」の
建
設
を
平
成
二
十
七
年

七
月
一
日
に
着
工
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
竣
工
を
目
指
し

建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。
　
　

　
　

(

三)

学
生
会
館
玄
関
前
の
改
修

　
　
　学
生
の
広
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
玄
関
前
の
樹
木

及
び
芝
生
を
撤
去
し
た
。

　
　（四
）七
十
五
周
年
記
念
事
業
計
画

　
　
　鶴
岡
学
園
が
平
成
二
十
九
年
に
七
十
五
周
年
記
念
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、鶴
岡
記
念
講
堂
建
設
趣
旨
を
理
解
し
て
頂
き
、

講
堂
建
設
事
業
の
遂
行
に
あ
た
り
そ
の
建
設
費
用
の
一
部
を

広
く
募
金
を
仰
ぐ
計
画
と
し
て
い
る
。

　
　（五
）テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
計
画

　
　
　恵
庭
キ
ャ
ン
パ
ス
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
を
老
朽
化
の
た
め

補
修
予
定
。

　
　（六
）国
際
言
語
学
科
の
改
編
計
画

　
　
　英
米
語
コ
ー
ス
、観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
二
つ
の
コ
ー

ス
を
用
意
、新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
再
編
予
定
。

　
　二 

キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
　
　以
下
の
施
設
を
見
学
し
た
。（
一
）六
号
館（
九
階

　茶
室
・

和
室
）
　（二
）
鶴
岡
記
念
講
堂
建
設
地

　（三
）
一
号
館
（
一

階
就
職
資
料
閲
覧
室
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー
）
　（四
）

図
書
館

　（五
）
学
生
食
堂

　（六
）
二
号
館
（
二
階

　二
二

一
、Ｇ
Ｃ
Ｃ
、Ｃ
Ｌ
三
、Ｌ
Ｌ
室
）
　（七
）三
号
館（
一
階
機
能

訓
練
実
習
室
）
　（八
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
新
学
友
会
倉
庫

　

（
九
）
サ
ー
ク
ル
会
館

　（十
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン
ド

　

（
十
一
）
七
号
館
（
ペ
ン
ギ
ン
ル
ー
ム
・
ピ
ア
ノ
練
習
室
、Ｍ

Ｌ
室
）
　（十
二
）
五
号
館
二
階
（
基
礎
看
護
学
実
習
室
、
成

人
・
老
年
看
護
実
習
室
）
　（十
三
）八
号
館（
ロ
ビ
ー
）
　等

　
　
　キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
後
の
報
告
会
で
は
、「
ど
の
学

生
も
し
っ
か
り
と
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。」

「
充
実
し
た
設
備
の
中
で
過
ご
し
て
い
る
学
生
の
様
子
が
理

解
で
き
た
。」「
大
学
教
職
員
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
、設

備
面
だ
け
で
は
な
く
大
学
教
育
の
実
践
部
分
に
触
れ
ら
れ
た

の
が
良
か
っ
た
。」
　な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
　三  

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
備
品
助
成
に
つ
い
て

　
　
　大
学
側
よ
り
老
朽
化
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業
に
合

わ
せ
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
物
品（
防
風
ネ
ッ
ト
等
）の
助
成
に

つ
い
て
要
請
が
あ
り
検
討
。実
際
に
現
状
を
確
認
し
て
上
で

必
要
性
を
認
め
、予
備
費
の
中
か
ら
助
成
す
る
方
針
と
し
た
。

　北
海
道
文
教
大
学
学
訓「
清
く
、正
し
く
、雄
々
し
く
進
め
」に
基

づ
い
て
、平
成
十
七
年
に
建
学
の
基
本
理
念
を
再
確
認
し
、新
世
紀

へ
の
実
学
の
創
成
、伝
承
の
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
た
め「
未
来
を

拓
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」「
科
学
的
研
究
に
基
づ
く
実
学
の
追
求
」

「
充
実
し
た
教
養
教
育
の
確
立
」「
国
際
性
の
涵
養
」「
地
域
と
の
連

携
」
の
五
つ
の
独
自
性
を
持
っ
た
教
育
理
念
と
目
的
と
し
て
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
建
学
精
神
を
強
く
意
識
・
追
求
す
る
と

い
う
実
践
が
社
会
か
ら
の
理
解
・
共
感
を
得
て
、
現
在
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
北
海
道
文
教
大
学
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
「
な
す
べ
き
こ
と
」
を
自

覚
で
き
る
よ
う
、
入
学
か
ら
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
国

試
合
格
率
や
就
職
率
で
実
績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

後
援
会
は
大
学
と
学
生
・
会
員
の
皆
様
と
結
び
、
北
海
道
文
教
大

学
の
充
実
・
発
展
に
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

北海道文教大学後援会　平成26年度決算及び平成27年度予算

平成27年度　北海道文教大学後援会事業等実施計画

■収入の部 

1　繰越金
2　会費収入
3　雑収入

11,031,466
38,791,500

6,720
49,829,686

科　　　　目 決算額（A）
平 成 ２ ６ 年 度 決 算 平 成 ２ ７ 年 度 予 算

合　　　　計

合　　　　計

1　繰越金
2　会費収入
3　雑収入

15,623,138
38,280,000

3,000
53,906,138

科　　　　目 予　算

16,500円×2,320人
預金利息

備　　考

合　　　　計

（単位　　円）

■支出の部 

1　事務費  
　　（1） 通信費等 
2　会議費  
　　（1） 総会 
　　（2） 役員会費 
3　事業費  
　　（1） 学生文化・体育団体助成費 
　　（2） 「後援会文庫」整備費 
　　（3） 父母懇談会助成費 
　　（4） 卒業記念助成費 
　　（5） 「卒業祝賀会」費 
　　（6） 就職活動助成費 
　　（7） 広報費 
　　（8） 慶弔費 
　　（9） 学生指導助成費

4　記念事業等積立費  
5　予備費   

平成27年 4月 4日(土) 定期総会（入学式終了後）
平成27年 4月11日(土)・12日（日） 新入生宿泊研修助成
平成27年 4月25日（土）17：00 第1回ワーキンググループ
平成27年 5月18日（月）～7月29日（水） 100円朝食助成
平成27年 6月 4日（木）18：30 第1回役員会
平成27年 7月16日（木）12：00 キャンパスウオッチング
平成27年10月 9日（金）～11日(日) 大学祭（３日間）の助成
平成27年10月11日（日） 父母懇談会（恵庭キャンパス）助成
平成27年10月中旬 中間監査

平成27年10月上旬 100円朝食助成
平成27年10月30日（金）18：30 第２回ワーキンググループ
平成27年11月13日（金）18：30 第２回役員会
平成28年 2月19日（金）18：30 第３回ワーキンググループ
平成28年 3月21日（祝月） 平成27年度学位記授与式記念品助成
平成28年 3月21日（祝月） 平成27年度卒業祝賀会及び同窓会入会式
平成28年 3月下旬 監　査
平成28年 3月25日（金）18：30 第３回役員会

288,452
288,452
1,428,099
560,136
867,963

29,194,077
7,909,458
3,206,919
619,000
3,633,066
4,456,730
4,609,427
426,060
50,000

4,283,417

2,000,000
1,295,920

34,206,548

科　　　　目 決算額（B）
平 成 ２ ６ 年 度 決 算 平 成 ２ ７ 年 度 予 算

1　事務費  
　　（1） 通信費等 
2　会議費  
　　（1） 総会 
　　（2） 役員会費 
3　事業費  
　　（1） 学生文化・体育団体助成費 
   
　　（2） 父母懇談会助成費 
　　（3） 卒業記念助成費 
　　（4） 「卒業祝賀会」費 
　　（5） 就職活動助成費 
　　（6） 広報費 
　　（7） 慶弔費 
　   
　　（8） 免許等取得助成費 
　　（9） 宿泊研修助成費 
　　（10） 100円朝食助成費 
　　（11） 携帯電話充電器助成費 
　　（12） サイクルスタンド設置助成費
4　記念事業等積立費  
5　予備費  

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
31,450,000
7,500,000

1,000,000
3,650,000
4,500,000
2,000,000
800,000
100,000

3,540,000
4,200,000
3,000,000
160,000
1,000,000
2,000,000
18,356,138

53,906,138

科　　　　目 予　算

総会・役員会等案内状郵送
  
総会費用、入学紅白饅頭
役員会・交通費

  
サークル助成

  
食券等の助成

卒業記念品・紅白饅頭
卒業祝賀会の助成
就職講座等の助成
会報年2回発行
香　典

  
1,500円×2,360人（学生数）
新入生合宿研修の助成
年間100日間の実施
充電器レンタル料の助成

駐輪場に自転車スタンドを設置
75周年記念事業等の積立
（設備・備品等の助成を含）

備　　考

合　　　　計

（単位　　円）

49,829,686合　　　　計 53,906,138合　　　　計

15,623,138
38,280,000

3,000

予　算

合　　　　計 34,206,548 53,906,138合　　　　計

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
31,450,000
7,500,000

1,000,000
3,650,000
4,500,000
2,000,000
800,000
100,000

3,540,000
4,200,000
3,000,000
160,000
1,000,000
2,000,000
18,356,138

予　算

2　会議費  1,428,099 2　会議費    

1　事務費  288,452 1　事務費  

3　事業費  29,194,077 3　事業費    

4　記念事業等積立費  
5　予備費   

2,000,000
1,295,920

4　記念事業等積立費  
5　予備費  

75周年記念事業等の積立
（設備・備品等の助成を含）

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会

　会
長

お
わ
り
に

　平成27年3月卒業生は、国家試験合格率においても右表のとおり高い実績を
残しました。
　後援会は、学生に対する国家試験等の助成として、これまでの各学科で必要な
本を購入する「後援会文庫助成費」を組み換え、今年度から国家試験免許取得
をはじめ教員試験等の各種資格を取得するために必要な図書・問題集の購入、
講演会の実施などを助成する「免許等取得助成費」を、事業として始めました。
　また、「就職活動助成費」の中で、TOEIC・英検受験等の就職につながる各種
資格を取得するための各種受験料の助成を「資格取得奨励金」として、これまでど
おり行っています。

後援会による国家試験等の助成
平成２６年度国家試験合格者数・合格率

受験者数 

144

86

48

94

国 家 試 験

管理栄養士

理学療法士

作業療法士

看　護　師

合 格 率 

85.4

98.8

91.7

96.8

合格者数 

123

85

44

91


